
 
盛岡ＹＭＣＡの使命 

 

私たち、盛岡ＹＭＣＡは、イエス・キリストによっ

て示された生き方に学びつつ、豊かな自然と歴史的

伝統に満ちた岩手の地で、こども、家族、地域とと

もに公正で平和な世界の実現を目指します。 

1．こどもたちの個性を大切にし、それぞれの夢や    

 希望、生きる力を育みます。 

2. 家族の絆といのちの大切さを深め合います。 

3. 共に生きるために、異なった文化、多様な価値  

 観と出会う場を提供します。 
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 「隔たりの壁を取り払おう」         
魚住 英昭（盛岡YMCA理事長）  
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 盛岡ＹＭＣＡに集う皆さま。あけましておめでとうござい

ます。このたび，石渡前理事長に代わって理事長に就任しま

した魚住と申します。 

 昨今の世界情勢を見ると，トランプ現象に象徴されるよう

に，各国で，異民族や難民，思想信条を異にする人々との間

に壁を作り，排斥することを目指す政治的リーダーが広範な

支持を得てきているように思われます。ファシズム台頭の経

緯を分析し，民衆の内なる「権威主義的パーソナリティ」を

指摘したのは，社会心理学者エーリッヒ・フロムでした。先

行きの見えない不安な時代においては，常に英雄願望が高ま

り，権威に従属し，弱者を排撃する社会的パーソナリティが

民衆の中に形成されることを喝破したものでした。現代の日

本も例外ではありません。政治的リーダーがどうにかして良

い方向に導いてくれるのではないかと期待して，民衆が思考

停止に陥り，自身の利益や効率性の妨げになる人々に対して

攻撃の矛先を向けるという現象が様々な場面で増えてきてい

るように思われます。 

 さて，盛岡ＹＭＣＡは，人々の多様性を認め，ひとりひと

りの個性を大切にし，共に生きることを通じて成長し合うこ

とを目指してきた青少年団体です。盛岡ＹＭＣＡに集うリー

ダーや子どもたちは，世界の動きや虐げられた人々にも目を

向け，共に生きることの意味を考え，他者を思いやり，自ら

の足で力強く歩んでいます。競争よりも連帯，排斥よりも受

容，利潤よりも分かち合い，そのような基本原則の中で豊か

な人間形成を追求しようとしているのです。 

地方都市の小さな団体に過ぎず，個々の歩

みもささやかな一歩でしかありませんが，

こうしたあり方こそが闇に閉ざされた世界

の中で，大きな希望，ともしびとなること

を確信するものです。今後も盛岡ＹＭＣＡ

に大きなご支援をお寄せくださいますよう

お願いします。 



☆ファミリークリスマス２０１６☆ 

 一年に一回の子どもたちのお楽しみイベントといえばそ

う！クリスマスです！ 

 12月11日（日）、仁王地区活動センターにて、今年も

親子参加型プログラム「ファミリークリスマス」を盛大に

行いました。 

 昨年同様、飲食やプレゼント交換というパーティー形式

ではなく、「おうちで飾れる自分たちのクリスマスグッズ

を親子で作ろう！」をコンセプトに、手軽に雰囲気満載のクリスマス

グッズを作り、親子で楽しんでいただきました。コーヒーカップと毛糸

で作るとってもカワイイ「ミニツリー」・まるで缶バッジのような「く

るみマグネット」・YMCAのリーダー達がぬりえとなって登場！「ぬり

え＆おりがみ」・紙ひもで雰囲気満載「クリスマスリース」・技術に自

信が持てる作業「オーナメント」・大好きなあの人へ贈りたい「クリス

マスカード」・大好きなキャラクターがキラキラした飾り物に変身「ス

ノードーム」と、いう７つのクラフトブースを設け、子どもたちも目を

輝かせながら、そして真剣な顔で個性溢れるクリスマスグッズを製作し

ていました。「親子一緒に…」が目的なのですが、クラフトブースには

時折、子ども以上に真剣にグッズを作る保護者の姿も見られ、まるで、

「大人の本気」を知らしめているのではないかというアーティスティッ

クなグッズを製作された方もいらっしゃいました。 

 ファミリークリスマスが始まって1時間後…ホールの方からなにやらク

リスマスソングと、リーダー達の「楽しい事が始まるよー！」という声

が聞こえてきたので覗いてみると、ホールでは家族対抗の「ビッグじゃ

んけん」が開催されようとしていました。ルールは簡単。出会った家族

と体全体を使ったじゃんけんをし、最終的にはビッグじゃんけん最強家

族を決定するというもの。家族という垣根を越えて、みんな同じ空間で

笑い合える、とても素敵な時間でした。参加者全員で歌と踊りを楽し

み、一段落ついた頃、誰もいない筈の部屋から物音が…！？リーダーが

そーっと部屋の扉をあけてみると…なんと、あわてんぼうのサンタク

ロースと、二足歩行のトナカイが登場してきました！明るい雰囲気に誘

われて遠い国からやってきたサンタさんとトナカイさん。その後は、子

どもたちのかわいらしい質問に答えたり、子どもたちの無理難題にも体

を張って応えたりと、大忙しな様子でした。最後はサンタさんからとっ

てもかわいいプレゼントをもらって笑顔で終える事ができました。 

 今年で2回目となるファミリークリスマス。1回目が大好評だったため

に、今年はもっといいモノにと、リーダー・スタッフが1か月以上前から

準備をはじめました。クラフトの内容はもちろんのこと、新たに写真

コーナーを設けたり、ツリーを巨大化させたり、リーダー・スタッフが

クリスマス感を出すためにオリジナルの手作り衣装を身につけたりと、

参加したすべての人が笑顔になれる工夫をしてきました。もちろん、全

部がうまくいったわけではありません。しかし、盛岡YMCAのリーダー

達は、うまくいかなかったとわかっているからこそ、また話し合い、

チャレンジできる環境をつくりあげて、前回よりも今回、今回よりも次

回とステップアップできるのです。 

 来年も参加する家族全員の最高の笑顔のために、リーダー達はもっと

最高の笑顔で活動を続けていきます。そして来年はもっともっと親子の

笑顔が溢れる素敵な空間をつくりあげていきたいと強く感じました。 

 

前潟センタースタッフ 東森 聡（タモリリーダー） 

 12月11日（日）に、ファミリークリスマスが行われました。昨年に引き続き、大道具担当のスタッフを務めきった、東森聡さんからのレポート

が届いています。 
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国際協力街頭募金 
 ２０１６年１１月２３日、盛岡YMCAで国際協力街頭募金活動を行い

ました。当日はYMCAのプログラムに参加しているメンバー、保育園

児、小学生、中学生や、ワイズメンズクラブメンバー、社会人リー

ダー、学生ボランティアリーダーなど様々なYMCAとの関わりを持つ

方々がボランティアとして参加し、その人数は過去最高の５７人となり

ました。 

 当日は、開運橋のたもと、安全十字路（北日本銀行大通支店さん

前）、川徳さん前、ななっくさん前の４か所で募金活動を行わせていた

だきました。天気自体は晴れでしたが、かなり冷え込みが厳しい中、沢

山の方が足をとめ、暖かい支援をしてくださいました。中にはわざわざ

車を停めてそこから募金して下さる方もいらっしゃいました。募金を下

さった方々、私たちの声に耳を傾けて下さった方々、本当に有難うござ

います。 

 今回の街頭募金活動で集められた募金は、167,272円でした。そこから

当日の道路使用許可の料金など経費7,300円を差し引いた159,972円を今

回の益金とし、海外での災害時支援、難民支援、コミュニティ支援、子

ども育成支援などに日本ＹＭＣＡ同盟を通じて充てさせて頂きます。ま

た、盛岡YMCAでは、3月31日まで国際協力募金への募金を募っておりま

す。これらの募金で行う支援の多くは、継続的な支援が必要なもので

す。皆さんのご理解・ご協力、何卒お願い致します。 

 日頃より支えて下さる全ての方に感謝して、街頭募金の報告の終わり

とさせていただきます。                 

   盛岡YMCA 国際担当 小川 嘉文（さるリーダー） 
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盛岡ＹＭＣＡ宮古ボランティアセンター １２月報告書 
１．12月アドベンチャー報告 

 12月もアドベンチャークラブが行われました！当日メインリーダーを

務めたビリケンリーダーこと二永芽生さんより、報告が届いています。 

 

 12月4日の宮古アドベンチャー「キャンドルを作ろう！

（何故か焼き芋もする）」でメインを務めさせていただき

ました、岩手大学1年のビリケンこと二永芽生です。 

 今回は子ども14人、スタッフ・リーダーあわせて10人の

合計24人で岩手県立陸中海岸青少年の家に行き活動してき

ました。 

 今回のアドベンチャーは、7月以来というとても久しぶ

りの参加で、子どもたちも私のことをよく覚えていないであろう、そん

な状況の中での初めてのメインだったので、私自身とても緊張していま

した。しかし宮古駅に集合してくる子どもたちからは緊張を感じること

はなく、集合の時点で私は不安より楽

しみの方が強くなりました。 

 バスの中ではニョッキリーダーによ

るミニゲームで盛り上がり、あっとい

う間に青少年の家に到着しました。

ぷーリーダーによる面白い説明を聞

き、みんなで協力してたくさんのサツ

マイモを洗って、新聞紙やアルミホイ

ルを巻きつけました。中には、「これ

は自分のお芋！」と言って、目印のあるアルミホイルの巻き方をしてい

る子も…（笑） 

 次に火付けをしました。しろくまリーダーとサトちゃんリーダーに薪

の組み方や火のつく仕組みを教えてもらい、各グループで火付けに挑

戦！薪を組む位置やうちわで扇ぐ

風の量を調節しながら、なんとか

全グループ火をつけることができ

ました。火をつけ終わったら三浦

さんにバトンタッチでお芋の番を

してもらい、今度はキャンドル作

りに挑戦しました！ 

 施設の人の説明を聞き、クリス

マスの飾りや貝殻、ビー玉などで、みんな個性豊かなキャンドルを作る

ことができました。 

 キャンドル作りが終わったら、みんなで準備した焼き芋を食べながら

お昼ごはんです！！真っ黒になったお芋もありましたが、真っ黒になっ

たお芋ほど、真ん中の部分はホクホクしていて、とても美味しかったで

す！ 

 解散の時刻は遅れてしまいましたが、たくさんの子どもたちと関わる

ことができた、とても充実した1日になりました。 

 今回のアドベンチャーを通して、自分自身の大きな成長に繋げられる

課題に気がつくことができました。また今後も宮古アドベンチャーに参

加し続け、子どもたちと一緒に私も前進していけたらと思います。 

岩手大学1年 二永 芽生（ビリケンリーダー） 

 

２．宮古サッカーⅡ期最終日！ 

 12月13日で、宮古サッ

カースクールのⅡ期の活

動は最終日を迎えまし

た。メンバーたちは、今

期も元気いっぱいに活動

してくれました。その努

力の甲斐あって、11月に

盛岡で行われた、盛岡

YMCA所属の各地区の

サッカーチームが参加し

た「チャンピオンズカッ

プ」では、低学年の部で

優勝！Ⅱ期の活動の中でも、みんなの思い出に残る活動となりました。 

 Ⅱ期最終日には、みんなで集合写真を撮影しました。寒さを吹き飛ば

せとばかりに声を出しながらの1枚、今にも「ウ

オー！！！」という声が聞こえてきそうですね！ 

 Ⅲ期の活動は、1月17日から開始となります。ス

クールは少しの間お休みとなりますが、またみんな

と楽しくサッカーできることを、リーダー・スタッ

フ共に心待ちにしています！ 

出前サッカー＆出前体育教室！ 
 盛岡YMCAでは、「訪問出前サッカースクール」「訪問出前体育教

室」を開講しております。 

 今月の「訪問出前サッカースクー

ル」は、12日（月）に「くろいしの

保育園」さんにお邪魔しました。こ

の日のサッカーを楽しみにしてきて

くれた子どもたちは、最初から元気

いっぱいでした！ 

 この日のグラウンドの状態は、天

気の影響もありドロドロ。最初は汚

れることを嫌がっていた子どももい

ましたが、そのうち汚れるのが気に

ならなくなり、最後にはみんなどろんこになりながらも、全身で思いっ

きりサッカーを楽しんでくれました！ 

 14日（水）には、「訪問出前体育教

室」のため、再び「くろいしの保育

園」さんへ。この日が3度目の体育教室

だったこともあり、みんなリーダーの

名前を覚えてくれていました。跳び箱

からジャンプしてみたり、でんぐり返

しをしてみたり…いろんな運動を、遊

びながら笑顔で楽しむことができまし

た！ 元気なみんなにまた会える日

が、とっても楽しみです！ 

 盛岡YMCAの「訪問出前サッカースクー

ル」「訪問出前体育教室」では、開講を希

望される保育園・幼稚園を大募集しており

ます！ ご興味を持たれた方は、どうぞお

気軽にお問い合わせください！ 

2016年☆こんなこともありました！ 
 2016年が終わり、気づけばあっという間に2017年。この1年の間、

YMCAニュースには載せきれなかった出来事もたくさんありました。今

回はそんなこぼれ話をいくつか掲載いたします！ 

 

 6月27日に、盛岡YMCA3センター対抗

のボーリング大会が行われました。参加

者は、盛岡YMCAで働くスタッフ一同。

もしかしたら、普段接している子どもた

ちよりもはしゃいじゃった！？一日とな

りました。左の写真は、優勝賞品の「宮

古ラーメン」を手にして大喜びする、向

中野センターのスタッフ一同です。 

 

 夏のある日のぷらいむ・たいむ本町校

にて、絵の具で遊んでいたら楽しくなっ

てきた女の子たち。なんと、顔や腕にま

で大胆なペイントを施して見せてくれま

した！まるで一人ひとりがアート作品み

たいですね♪ 

 

 盛南サッカースクールの一コマ！冷え

込んだある日のこと、グラウンドの奥で

大きな氷を見つけた子どもたちは大興

奮！手が冷たくなることなんて意に介さ

ず、たくさんの氷を運びます。その運ん

だ氷を、グラウンドで割る！そんな繰り

返しで、みんな大盛り上がりしていまし

た。 

 

 ここで紹介できたのも、2016年の出来事のほんの一部！ 2017年も、

たくさんの「楽しい！」に出会えるよう、スタッフ・リーダー一同がん

ばります！ 



 

 

★12月30日（金）～1月3日（火） 

  盛岡YMCA休館 

 

★1月5日（木）～6日（金） 

  ダイナミックスキーキャンプ 

（於：安比高原スキー場） 

 

★1月15日（日） 

アドベンチャークラブ 

    「☆日帰りスキー教室☆」 

      （於：八幡平リゾートスキー場） 

 

★1月18日（水） 

  水曜水泳Ⅲ期開講 

  盛南スクールⅢ期開講 

 

★1月19日（木） 

  高松スクールⅢ期開講 

  向中野スクールⅢ期開講 

 

★1月20日（金） 

  金曜水泳Ⅲ期開講 

  篠木スクールⅢ期開講 

  盛北スクールⅢ期開講 

 

★1月21日（土） 

  本町スクールⅢ期開講 

 

★1月22日（日） 

アドベンチャークラブ 

    「☆日帰りスキー教室☆」 

（於：八幡平リゾートスキー場） 

 

★1月23日（月） 

  土淵スクールⅢ期開講 

  月曜水泳Ⅲ期開講 

 

★1月24日（火） 

  火曜水泳Ⅲ期開講 

１月の予定 

『踏むがいい』 
 

  いまから50年ほど前に書

かれた遠藤周作の小説「沈

黙」に出てくる。物語は１７

世紀、島原の乱が鎮圧された

後の長崎が舞台だ。主人公の

セバスチャン・ロドリゲスは

ポルトガル人の宣教師。キリ

スト教の布教に情熱を抱き、

はるばる日本にやってきた。

しかし、理想と現実は大きく異なる。目の前で

次々と殉教していくキリシタンの村人たち。ロド

リゲフは自らの無力を嘆き、ひたすら神に祈るの

だが、信じる神は沈黙を続けるばかりである。そ

して、とうとう彼は、キリシタンの村人たちの命

と引き換えに踏み絵を踏み棄教するのだった。 

 その時、彼の耳に聞こえてきたのが冒頭の言葉

である。「踏むがいい。（踏んだ）お前の足の痛

みをこの私が一番よく知っている。 

踏むがいい。私はお前たちに踏まれるためこの世

に生まれ、お前たちの痛さを分かつために十字架

を背負ったのだ。」 

 

 盛岡YMCAは長い間「君でいいんだよ」という言

葉をブランドスローガンに掲げている。小学生の

頃、横浜YMCAのメンバー岩手大学の学生リーダー

が「Yってやっぱコレっすよね‼」と言ったのが

きっかけだ。 

 受け手側のとりようによっては、「余計なお世

話だ。お前に言われる筋合いはない」などと言わ

れかねない言葉かもしれない。なるほど、私たち

は１００パーセント他者の悲しみや、苦しみを理

解できるわけではない。当然、「君でいいんだ

よ」などとエラそうに言える立場でもない。しか

し、「踏むがいい」「お前の痛みを一番よく知っ

ているのは私だ」と語りかけるイエスの生き方に

学ぶYMCAのもとに、宗教や思想、信条を超えて集

う一人一人だからこそ、自信をもってこの言葉を

他者に発することができると信じている。 

 新しい年が始まった。（１）他者の悲しみを自

分のことのように悲しむことができること。

（２）他者の喜びを自分のことのように喜べるこ

と。（３）自分のしてほしいことを他者にもして

あげられるようになること。 

以上の3つの価値を盛岡YMCAは、今年も地域に発

信していきます。 

 

 「イエス彼に言いたまふ『なんぢが爲すことを

速やかに爲せ』」 

（文語訳聖書 ヨハネによる福音書13章：27節） 

 

 

盛岡YMCA総主事 濱塚有史 

君でいいんだよ  

～JUST THE WAY “YOU”ARE㉚～ 

表紙の写真から 

 ファミリークリスマスのクラフトコーナー

での１枚。好きな毛糸をコップにぐるぐる巻

きつけ、思い思いにデコレーションをして個

性あふれるクリスマスツリーを作りました！ 

 他にもスノードームやクリスマスリース等

も作りました。大好きなリーダー達と作れ

ば、自然と笑顔に！ 

感
謝 
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インドでゴリナも考えた。⑨ 
 ゴリナリーダーのコラムもついに9回目！今回
は、ハンセン病についてのお話です。 
 

「この施設は彼らにとって家なのよ。」ハンセン

病患者のための病院へ行くと、看護師は私たちに

そう言った。 

 看護学部のキャンパーの要望により、この施設

を訪問することになった。この施設では、老若男

女を問わず幅広い年齢層のハンセン病患者が治療

を受けていた。日本では以前まで、ハンセン病と

聞くと、近付いただけで感染する恐れがあると考

えられており、患者が隔離施設に強制収容されて

いた時期もあったそうだ。だが、現在では感染の

危険性が極めて低く、ハンセン病に感染する人に

対する偏見はなくなっている。 

だが、インドではハンセン病に対する偏見が根強

く残っている。家族のなかにハンセン病の患者が

いると家族もまた社会的な偏見にさらされる。そ

のため、ハンセン病に感染すると家族から追い出

される。施設に入ってからも、家族が見舞いに来

ることはないそうだ。また、治療を受け、病気が

治ったとしても帰る場所はないのである。 

ハンセン病患者のための施設は国からの支援を受

けて運営されている。そのため、治療費等の心配

はいらない。だが、そうした国からの援助があり

ながらも、ハンセン病について語ること自体イン

ドではあまり好まれていないのだそうだ。 

 ここで出会った人たちは、笑顔で挨拶をしてく

れた。何とも言えない気持ちであった。ここに住

む人たちは一体どのような気持ちで毎日を生きて

いるのか。家族に見捨てられ、病気が治っても一

生この病院で暮らしていかなければならない心境

を、私が理解することは本当に難しく、できない

と思った。この人たちはなりたくてなったのでは

ないのに差別をされ、病気の苦しみ以上に差別で

苦しんでいるのだと感じた。地域の人々にハンセ

ン病は感染しないという

正式な知識でもって、差

別されることのない社会

になる事を祈りたいと心

から思う。また、ハンセ

ン病患者の方々の笑顔は

本 当 に 素 敵 だ っ た。私

だったらあのように笑え

るだろうかと複雑な気持

ちでいっぱいだった。 

 

 

岩手大学4年 武田 悠（ゴリナリーダー） 


